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はじめに（趣旨、実施概要）
 入学前の期待と卒業時の満足度とのギャップ、成長実感やその要因を調査
 GPAなどの客観評価に加え、学生の主観評価を基に、「学修者本位」の

教育の実現に向けた改善に役立てる。

期間 2024年11月20日（水）～ 2025年3月19日（水）

実施方法 Webによる匿名回答（二重回答はシステム上不可）

対象 2025年3月卒業見込みの全学部全学科 4年次生以上

回収率 53%（回答者数1153人、2024年度卒業者数2194人）



1. 入学前の期待
「あなたは、本学にどのようなことを期待していましたか」



入学前の期待(1/2)



入学前の期待(2/2)



入学前の期待 – 経年比較(1/3)



入学前の期待 – 経年比較(2/3)



入学前の期待 – 経年比較(3/3)



2. 在学中の成長
「本学に入学し、どの程度成長したという実感がありますか」
「本学での学校生活でどのような力が身につきましたか」
「身に付いた力は主にどのようなところから身につきましたか」
「成長できたと評価できるきっかけは何でしたか」



在学中の成長：成長した実感



在学中の成長：成長した実感 – 前年度までとの比較



在学中の成長：在学中に身についた力



在学中の成長：在学中に身についた力 – 経年比較(1/2)



在学中の成長：在学中に身についた力 – 経年比較(1/2)



在学中の成長：在学中に身についた力とその源泉(クロス集計 1/2)



在学中の成長：在学中に身についた力とその源泉(クロス集計 2/2)



在学中の成長：成長できたきっかけ



3. 卒業時の評価
「本学での学生生活を振り返って、以下の点においてどの程度満足していますか」
「総合的に考えて、あなたはどの程度満足していますか」
「後輩が進学先を検討の際、本学を薦めますか」



卒業時の評価：項目別満足度(1/3)



卒業時の評価：項目別満足度(2/3)



卒業時の評価：項目別満足度(3/3)



卒業時の評価：項目別満足度をスコア化した際の経年比較(1/3)

※ 各選択肢を下記の通り仮想的に定量化して算出した

• とても満足: +2

• ある程度満足: +1

• どちらともいえない: 0

• あまり満足していない: -1

• まったく満足していない: -2



卒業時の評価：項目別満足度をスコア化した際の経年比較(2/3)

※ 各選択肢を下記の通り仮想的に定量化して算出した

• とても満足: +2

• ある程度満足: +1

• どちらともいえない: 0

• あまり満足していない: -1

• まったく満足していない: -2



卒業時の評価：項目別満足度をスコア化した際の経年比較(3/3)

※ 各選択肢を下記の通り仮想的に定量化して算出した

• とても満足: +2

• ある程度満足: +1

• どちらともいえない: 0

• あまり満足していない: -1

• まったく満足していない: -2



卒業時の評価：総合満足度(ビン)

回答者の総平均
83.4%



卒業時の評価：総合満足度(平均値の経年比較)



卒業時の評価：後輩への推奨度



卒業時の評価：後輩への推奨度をスコア化した際の経年比較

※ 各選択肢を下記の通り仮想的に定量化して算出した

• 強く薦めると思う: +2

• 薦めると思う: +1

• どちらともいえない: 0

• あまり薦めないと思う: -1

• 薦めない: -2



4. 入学前の期待 × 卒業時の評価
「あなたは本学にどのようなことを期待していましたか」
「本学での学生生活を振り返って、以下の点においてどの程度満足していますか」



入学前の期待 × 卒業時の評価：26項目の相関関係(参考)



入学前の期待 × 卒業時の評価：26項目の相関関係

• 分析単位を26項目に固定し、期待率＝Q5の期待者/全体、満足率＝Q6の「とても満足」/当該項目回答者と定義。
• 相関係数：r = −0.331（26点間のピアソン相関）。
• 期待されるほど「とても満足」比率は下がりがちという傾向。



入学前の期待 × 卒業時の評価：未充足率を元にした改善検討の優先テーマ(1/3)

• 未充足率 = 1−「とても満足している」を選んだ学生の割合

• 優先度 = 期待率 × 未充足率 として設定、

「期待も高く、”とても満足”が取り切れていない割合」を数値化した指標となる



入学前の期待 × 卒業時の評価：未充足率を元にした改善検討の優先テーマ(2/3)

• 未充足率 = 1−「とても満足している」を選んだ学生の割合

• 優先度 = 期待率 × 未充足率 として設定、

「期待も高く、”とても満足”が取り切れていない割合」を数値化した指標となる



入学前の期待 × 卒業時の評価：未充足率を元にした改善検討の優先テーマ(1/3)

• 未充足率 = 1−「とても満足している」を選んだ学生の割合

• 優先度 = 期待率 × 未充足率 として設定、

「期待も高く、”とても満足”が取り切れていない割合」を数値化した指標となる



入学前の期待 × 卒業時の評価：重点改善テーマ(優先度が高い領域)

• 国際・語学領域

• No.5 国際感覚, No.6 語学力, No.7 留学支援, No.25 外国人留学生との交流

• 例）No.5：期待率0.330 × 未充足率0.634 → 優先度0.210（推定約242人）

• 大学の核・学習の質

• No.3 周囲の評判, No.4 幅広い専門的知識・教養

• 例）No.4：0.352 × 0.602 → 0.212（約245人）、No.3：0.417 × 0.562 → 0.234（約270人）

• キャリア・資格直結

• No.9 職業/資格, No.21 就職支援

• 例）No.9：0.121 × 0.727 → 0.088（約101人）



5. まとめ



全体的な分析結果の俯瞰

• 総合満足度
• 今年度の総合満足度の平均は 83.4%。近年の推移は概ね横ばい〜わずかな改善で安定している。

• 在学中の成長実感
• 「とても成長した」「ある程度成長した」の合計が9割超で、高い成長実感が確認できる。伸びた力は多角的・論理的思考、表現・プレゼン、協

働などが上位。

• 入学前の期待（項目分布）
• 国際・語学系、幅広い専門的知識・教養、周囲の評判、生活環境などが相対的に高い期待として現れている。

• 期待 × 満足（「とても満足」基準）の関係
• 期待が高いテーマほど“とても満足”比率は相対的に伸びにくい傾向。



全体的な分析結果の俯瞰

• 今年度の特徴的な優先テーマ
• 国際・語学領域

• No.5 国際感覚, No.6 語学力, No.7 留学支援, No.25 外国人留学生との交流

• 例）No.5：期待率0.330 × 未充足率0.634 → 優先度0.210（推定約242人）

• 大学の核・学習の質

• No.3 周囲の評判, No.4 幅広い専門的知識・教養

• 例）No.4：0.352 × 0.602 → 0.212（約245人）、No.3：0.417 × 0.562 → 0.234（約270人）

• キャリア・資格直結

• No.9 職業/資格, No.21 就職支援

• 例）No.9：0.121 × 0.727 → 0.088（約101人）

• 経年の位置づけ
• 総合満足度は安定、一方で“とても満足”基準でみると、人気領域ほど“質の伸びしろ”が残る構図が今年度も確認できる。

• 読み取り上の留意点
• 本章は期待は二値（有/無）、満足は5段階の設計に基づく。満足率は当該項目の回答者ベースで算定。対象者が少ない項目は解釈に幅がある。


